
気づいていますか、虐待のサイン：２
川越駅西口駅前広場改修工事開始に伴うお知らせ：5
夏の節電：7
　　新鮮を、食卓へ：10
●「上下水道局だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。
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気
づ
い
て
い
ま
す
か
、
虐
待
の
サ
イ
ン

　

児
童
虐
待
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
社
会
問

題
で
す
。
本
来
、
子
ど
も
を
守
る
立
場
で
あ
る
は
ず
の
親
が
子
ど
も

に
身
体
的
、
精
神
的
苦
痛
を
与
え
て
し
ま
う
児
童
虐
待
。
し
つ
け
と

の
違
い
、
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
、
虐
待
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
発
せ
ら
れ
る
虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
育
て
支
援
課
L
2
2
4
‐
5
8
2
1

■
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

し
つ
け
の
つ
も
り
で
子
ど
も
を
た
た

く
、
家
や
車
の

中
に
置
き
去
り

に
し
て
出
か
け

る
、
子
ど
も
を

無
視
す
る
、
き

つ
い
言
葉
遣
い

で
し
か
り
つ
け

る
。
思
い
当
た

る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

児
童
虐
待
で
問
題
に
な
る
の
が
、
そ
の

行
為
が
し
つ
け
で
あ
る
の
か
虐
待
で
あ
る

の
か
と
い
う
線
引
き
で
す
。
い
く
ら
保
護

者
が「
し
つ
け
の
問
題
」
だ
と
言
っ
て
も
、

子
ど
も
に
と
っ
て
苦
痛
な
行
為
は
虐
待
に

な
り
、
親
権
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
正
当

化
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
に
深
い
傷

を
与
え
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
頼
り
に
で
き
る
親
か
ら

虐
待
を
受
け
る
こ
と
の
精
神
的
負
担
は
、

相
当
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

■
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響

身
体
的
影
響

　

低
身
長
低
体
重
や
免
疫
機
能
、
自
律
神

経
系
へ
の
影
響
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
に
よ
る
外
傷
を
負

っ
た
場
合
、
運
動
機
能
や
言
語
機
能
の
発

達
の
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

知
的
影
響

　

子
ど
も
の
物
事
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
知

的
発
達
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

情
緒
的
影
響

　

褒
め
ら
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
が
少
な
い
と
、
自
信
が
持
て
な
く
な

り
、
周
囲
へ
の
不
信
感
を
抱
く
よ
う
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
虐
待
の
要
因

　

児
童
虐
待
の
通
告
や
相
談
件
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す（
①
参
照
）。
虐
待
は
子

ど
も
の
心
身
に
大
き
な
傷
を
残
し
、
最
悪

の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
虐
待
は
起
こ
る
の
か
。
そ
の
背
景
に

は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
側
の
要
因

　

保
護
者
自
身
が
、
虐
待
を
受
け
て
育
っ

た
場
合
。
性
格
が
攻
撃
的
衝
動
的
で
あ
る

場
合
。
望
ま
な
い
妊
娠
に
よ
る
子
で
あ
っ

た
り
す
る
場
合
な
ど
。

子
ど
も
側
の
要
因

　

よ
く
泣
い
た
り
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た

り
す
る
「
手
の
か
か
る
子
」
の
場
合
。
子

ど
も
に
慢
性
疾
患
や
、
障
害
が
あ
る
場
合

な
ど
。

養
育
環
境
の
要
因

　

失
業
や
賃
金
の
削
減
な
ど
に
よ
り
生
活

が
苦
し
い
場
合
。
核
家
族
化
や
隣
近
所
と

の
関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
育
児
に
関
す
る

相
談
相
手
が
近
く
に
い
な
い
場
合
な
ど
。

■
虐
待
の
種
類
と
虐
待
者

　

虐
待
の
種
類
は
行
為
に
よ
っ
て
4
つ
の

種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。統
計
に
よ
る
と
、

虐
待
の
種
類
は
心
理
的
虐
待
が
、
虐
待
者

は
実
母
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
②

③
参
照
）。
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20 21 22 23 （年度）

①�県内児童相談所における児童虐待
相談受付件数の推移

虐待の種類 具　体　例

心理的虐待
暴言、脅迫、無視、子どもの目の前で DV（ド
メスティック・バイオレンス）を行うなど

身体的虐待
殴る、蹴る、溺れさせる、首をしめる、タバ
コの火を押し付けるなど

ネグレクト
家や車の中に置き去りにする、病気やけがを
しても治療しない、食事を与えないなど

性的虐待
子どもへ性交・性的行為の強要、性器や性交
を見せる。ポルノグラフの被写体にするなど

②児童虐待の4つの種類
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■
虐
待
を
防
ぐ
に
は

　

虐
待
は
、
複
数
の
要
因
が
重
な
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
虐
待
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、

前
兆
と
思
わ
れ
る
行
動
が
現
れ
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護

者
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次

の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
、
虐
待
を
防
ぐ
適
切
な
支
援
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン

●�

不
自
然
な
ア
ザ
や
、
や
け
ど
の
あ
と
が

あ
る

●�

服
や
体
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る

●
急
に
や
せ
た

●
表
情
が
乏
し
い

●�

落
ち
着
き
が
な
く

乱
暴
に
な
る

●
親
を
避
け
て
い
る

　
保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン

●�

家
の
中
や
外
が
散
ら
か
っ
て
い
て
、
不

衛
生

●�

隣
近
所
と
の
交
流
が
な
く
孤
立
し
て
い

る
●�

子
ど
も
の
健
康
や

安
全
に
配
慮
し
て

い
な
い

●�

子
ど
も
を
置
い
て

外
出
し
て
い
る

●�

い
つ
も
子
ど
も
に

辛
く
あ
た
る

■
通
報
義
務

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
、
市
町
村
や

児
童
相
談
所
な
ど
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
報
の
際
は
「
も
し
違
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」「
近
所
付
き
合
い
も
あ
る
し
」
と

考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
虐
待
を
防
ぐ
に
は
周
囲
の
気
づ
き
が

大
切
で
す
。
早
期
発
見
が
で
き
れ
ば
、
問

題
が
大
き
く
な
る
前
に
解
決
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て

誰
か
に
相
談
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
虐
待
の
サ
イ
ン
を
少
し

で
も
感
じ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
・

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
体
制
の
強
化

　

児
童
虐
待
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会

環
境
や
、
生
活
環
境
が
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を
と
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
充
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

親
子
を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
県
の
児
童
虐
待
相
談
体
制
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
か
ら
3

年
間
で
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
支
援
体
制

の
構
築
、
職
員
体
制
の
強
化
を
図
り
、
児

童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

実母
55.1%
実母
55.1%

心理的虐待
42.2%

心理的虐待
42.2%

身体的虐待
29.5%

身体的虐待
29.5%

ネグレクト
26.1%

ネグレクト
26.1%性的虐待

2.2%
性的虐待
2.2%

その他
4.8%
その他
4.8%

実父以外の父
6.8%

実父以外の父
6.8%

実父
33.3%
実父
33.3%

児童虐待防止ＳＯＳセンター
　市では、増加する児童虐待の相談に対応する

ため、昨年7月1日に「児童虐待防止ＳＯＳセン

ター」を設置。主な相談内容は、「親の怒鳴り

声が聞こえる」などの近隣住民からの通報、子

ども本人から「親に叩かれた」などの相談、親

からの育児相談などがありました。身の回りの

「もしかして…」。その気づきで子どもだけでな

く、保護者もまた救われるかもしれません。

開�設日時…月～金曜日、午前8時30分～午後6

時15分（祝・休日、年末年始を除く）

＊ファクスO0120－283－565 でも相談で

きます。（即日の対応ができない場合がありま

す）

＊開設日時以外は「休日夜間児童虐待通報ダイ

ヤル」L048－779－1154（虐待通報のみ）に

ご連絡ください。

専用電話…L0120－2
つ

8
ば

3
さ

－5
S

0
O

5
S

（通話中の場合は子育て支援課L224－5821）

③虐待者別割合と虐待種類別割合
（平成23年度埼玉県）土日子育て電話相談室

「やまぶき」 L234‐ 3166

　土曜・日曜にも相談ができる電話相談室

「やまぶき」を開設しました。専門の相談員

が対応します。平日、時間が取れない方も

気軽にご利用ください。

相談時間…土・日曜日、午前9時～午後5時



国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
の
交
付

国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
担
当

L
2
2
4
‐
5
8
3
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

＝
医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

L
2
2
4
‐
5
8
4
2

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
が
、

次
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
申
請
す
る

と
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
受
診
時
の
一
部
負
担
金
と
入
院
時
の

食
事
代（
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
は
一

部
負
担
金
の
み
）が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
、国
保
被
保
険
者
の
方
に
は
、

更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

で
今
年
度
も
該
当
す
る
方
に
は
、
医
療
助

成
課
か
ら
新
し
い
認
定
証
を
交
付
す
る
の

で
、
更
新
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
は
所

得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対�

象
…
国
保
被
保
険
者
は
①
ま
た
は
②
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
は
③

に
該
当
す
る
方

①�
国
保
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
＝
世
帯
主
と
国
保
被
保
険
者
全

員
の
、
平
成
24
年
度
市
・
県
民
税
が
非

課
税

②�

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
＝
世
帯
主
と

国
保
被
保
険
者
の
中
に
、
平
成
24
年
度

市
・
県
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が

い
て
、
受
診
者
本
人
が
70
歳
未
満

③�

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
＝
世
帯
全
員
の
平

成
24
年
度
市
・
県
民
税
が
非
課
税

P
ぴ

こ

あ

i
K
O
A
行
き
バ
ス
運
行
開
始

公
園
整
備
課
L
2
2
4
‐
5
9
6
5

　

な
ぐ
わ
し
公
園
内
の
P
i
K
O
A
へ

乗
り
入
れ
る
施
設
専
用
バ
ス
お
よ
び
路
線

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
運
行
ル
ー
ト

や
時
刻
表
は
同
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

施�

設
専
用
バ
ス
…
P
i
K
O
A
と
霞
ケ
関

駅
を
結
ぶ
無
料
の
バ
ス
で
す
。
所
要
時

間
は
霞
ケ
関
駅
か
ら
10
分
程
度
で
す
。

路�

線
バ
ス
…
東
武
バ
ス
ウ
エ
ス
ト
㈱
が
運

行
す
る
川
越
駅
と
若
葉
駅
間
を
結
ぶ
バ

ス
（
若
02
）の
う
ち
、
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
の
な
ぐ
わ
し
公
園
経
由
の
便
が

P
i
K
O
A
に
乗
り
入
れ
ま
す
。
所
要

時
間
は
川
越
駅
か
ら
20
分
程
度
で
す
。

道
路
は
み
ん
な
が
使
う
も
の

道
路
環
境
整
備
課
L
2
2
4
‐
6
0
2
9

　

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
道
路
。
安
全
で

快
適
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①�

樹
木
が
張
り
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

道
路
上
に
樹

木
や
草
・
生
け

垣
な
ど
が
出
て

い
る
と
、
見
通

し
を
悪
く
し
た

り
道
幅
を
圧
迫

し
た
り
し
て
、

歩
行
者
や
車
な
ど
の
安
全
な
通
行
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
所
有
者
は
枝
を
せ
ん
て

い
す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

②�

物
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

歩
道
や
路
肩

に
、
看
板
・
商

品
・
自
転
車
な

ど
を
置
く
と
、

歩
行
者
や
緊
急

車
両（
救
急
車
・

消
防
車
な
ど
）

の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

③�

汚
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

道
路
上
へ
ご

み
や
泥
を
落
と

す
と
道
路
環
境

を
悪
化
さ
せ
、

思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
と
な
り
大

変
危
険
で
す
。

	広報川越№1276・2012.8.10	 4

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

かわごえ都市景観表彰
まちかど審査会を開催します

都市景観課L224－5961

＊最終日は各午後1時まで。

日　時 会　場

8月13日㈪～17日㈮
午前8時30分～午後5時

市役所本庁舎１階ロビー
高階市民センター１階ロビー

8月18日㈯～24日㈮
午前9時～午後5時

蔵造り資料館添屋（ぷらっと）
メルト1階ロビー

　川越の都市景観に寄与する近年の作品等を

表彰する「かわごえ都市景観表彰」。平成2年度

から隔年で開催し、今年度も多くのご応募を

いただきました。審査に市民の皆さんの意見

を反映させる

た め、「ま ち

かど審査会」

を 開 催 し ま

す。皆さんの

参加をお待ち

しています。平成22年の審査の様子平成22年の審査の様子



「
市
民
意
見
箱
」
で
皆
さ
ん
の

声
が
市
長
に
直
接
届
き
ま
す

広
聴
課
L
2
2
4
‐
5
0
1
1

　

よ
り
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
、「
市

民
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
出
張
所
や
公
民
館
な
ど
、

次
の
26
か
所
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

は
、
市
長
が
直
接
拝
見
し
ま
す
。
様
式
は

自
由
で
す
。
意
見
箱
に
は
専
用
の
用
紙
が

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
氏
名
と
住
所
を

明
記
し
、
意
見
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
政
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
す
る

ご
意
見
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

　

 

本
庁
舎
1
階
・
出
張
所
・
南
連
絡
所
・

メ
ル
ト（
西
文
化
会
館
）・
ジ
ョ
イ
フ
ル

（
南
文
化
会
館
）・
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
・

オ
ア
シ
ス（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）・
中

央
公
民
館
・
南
公
民
館
・
北
公
民
館
・

高
階
南
公
民
館
・
霞
ケ
関
北
公
民
館
・

川
鶴
公
民
館
・
大
東
南
公
民
館
・
中
央

図
書
館
・
西
図
書
館
・
ク
ラ
ッ
セ
川
越

＊
こ
の
ほ
か
に
、
郵
送（
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
広
聴
課
）・
専
用
フ

ァ
ク
ス
O
2
2
2
‐
5
4
5
4
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
政
へ
の
提
案
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
も
提

出
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

　

川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
工
事
の
開
始
に

伴
い
、
8
月
27
日
㈪
か
ら
噴
水
広
場
へ
の
立
ち

入
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

工
事
開
始
に
伴
う
変
更
点

① 

地
下
通
路
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
歩

道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

② 

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

③ 

喫
煙
場
所
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場

　

工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
よ
り
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
変
更
時
期
や
移
設
場
所
な
ど
は
、
各
乗
降

場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

川
越
駅
を
利
用
す
る
方
へ
の
お
願
い

　

川
越
駅
西
口
周
辺
は
、
徐
行
や
片
側
交
互
通

行
な
ど
の
交
通
規
制
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

川
越
駅
を
利
用
す
る
方
は
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を

控
え
、
自
転
車
や
路
線
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
後
の
工
事
予
定

8
月
27
日
～　

噴
水
広
場
内
の
施
設
撤
去
工
事

11
月
中
旬
～　

ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　

歩
行
者
用
デ
ッ
キ
築
造
工
事

＊
工
期
は
、
平
成
26
年
3
月
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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川越駅

①地下通路が通行
　できなくなります　
①地下通路が通行
　できなくなります　

②トイレが使用
　できなくなります
②トイレが使用
　できなくなります

8月27日㈪以降、
噴水広場への
立ち入りが
できなくなります

③喫煙場所が使用
　できなくなります
③喫煙場所が使用
　できなくなります

← 所沢方面

本川越駅方面 →

川越駅西口駅前広場改修工事開始に伴うお知らせ
工事に関する問い合わせ…川越駅西口まちづくり推進室L245－6011
指定喫煙場所に関する問い合わせ…資源循環推進課L239－6267
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提
案
型
協
働
事
業
補
助
金
の
対

象
事
業
・
協
働
委
託
事
業

市
民
活
動
支
援
課
L
2
2
4
‐
5
7
0
5

　

市
で
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
協
働
と
は
、「
ま
ち

へ
の
思
い
」
を
市
民
と
行
政
が
共
有
し
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　

協
働
事
業
と
は
、
地
域
の
課
題
な
ど
を

解
決
す
る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
と

市
が
協
力
し
て
行
う
事
業
で
す
。
互
い
の

知
識
・
技
術
・
経
験
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、
き
め
細

か
く
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が

こ
の
よ
う
な
事
業
を
主
体
的
に
行
う
場

合
、事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
委
託
事
業
と
は
、
市
が
行
う
事
業

の
う
ち
、
市
が
単
独
で
行
う
よ
り
も
効
果

的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き
る
事
業

を
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
提
案
型
協
働
事
業
補
助
金
の

対
象
事
業
と
し
て
10
事
業
を
採
択
、
協
働

委
託
事
業
と
し
て
5
事
業
を
決
定
し
ま
し

た
。
各
事
業
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

守
り
た
い
、
大
切
な
人
権

人
権
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
5
7
9

8
月
は
、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
強
調
月
間
」
で
す

　

人
権
問
題
を
理
解
し
、
人
権
を
尊
重
し

な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
す
る
認

識
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ぜ
ひ
こ
の
運
動

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
さ
い
た
ま

日�

程
…
8
月
24
日
㈮
、
午
前
10
時
～
午
後

4
時
30
分

会�

場
…
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
さ
い
た

ま
市
）

経
費
…
無
料

■�

ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

　

人
権
問
題
の
啓
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ

デ
オ
な
ど
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
の
研
修
会
な
ど
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
制
度
で
す

市
民
課
国
民
年
金
担
当
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ

け
し
か
受
給
で
き
な
い
自
営
業
者
な
ど

が
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
公
的
な
個
人
年
金
で

す
。
国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
た
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

資
料
の
請
求
・
加
入
の
申
し
込
み
は
、

埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
L
0
1
2
0
‐

6
5
‐
4
1
9
2
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
を
減
免
し
ま
す

資
産
税
課
土
地
担
当

L
2
2
4
‐
5
6
4
5

　

面
積
が
明
確
な
私
道
に
課
税
さ
れ
た
固

定
資
産
税
な
ど
は
、
所
有
者
の
申
請
に
よ

り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
が
公
道
と
の
出
入
り
に
利

用
す
る
敷
地
内
通
路
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
納
期
限
は
、
8
月
31
日
㈮

市�

県
民
税（
第
2
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
2
期
）

　
収
税
課
収
税
管
理
担
当

　

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
2
期
）

　
医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
2
期
）

　
介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当

　

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

文ぶ
ん

化か

振し
ん

興こ
う

課か

L
2
2
4
‐
5
5
0
6

防ぼ

う

災さ

い

カ
ー
ド
を
ご
活か

つ

用よ

う

く
だ
さ
い

　

外が
い

国こ
く

籍せ
き

市し

民み
ん

会か
い

議ぎ

の
提て

い

言げ
ん

に
よ

り
外が

い

国こ
く

籍せ
き

市し

民み
ん

の
た
め
の
防ぼ

う

災さ
い

カ

ー
ド
を
作さ

く

成せ
い

し
ま
し
た
。
カ
ー
ド

に
は
、
地じ

震し
ん

な
ど
災さ

い

害が
い

に
つ
い
て

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
書か

い
て
あ
り
、
英え

い

語ご

・

ハ
ン
グ
ル
・
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
3
か
国こ

く

語ご

が
あ
り
ま
す
。
大お

お

き
さ
は
A
4

判ば
ん

。
小ち

い

さ
く
折お

っ
て
持も

ち
歩あ

る

く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
文ぶ

ん

化か

振し
ん

興こ
う

課か

（
本ほ

ん

庁
ち
ょ
う

舎し
ゃ

5
階か

い

）で
配は

い

布ふ

し
ま
す
。

市し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加
業

者
の
登
録
を
受
け
付
け

契
約
課
L
2
2
4
‐
5
6
3
2

　

市
が
発
注
す
る
工
事
ま
た
は
業
務
の
請

負
、
物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
業
者

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土
木

施
設
維
持
管
理（
道
路
、
河
川
、
苑え

ん

地ち

、

下
水
道
）

　

申
請
書
類
は
、
市
独
自
の
も
の
と
共
同

受
付
参
加
全
自
治
体
で
共
通
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
入
札
審
査
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
申
請
の
手
引
」
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
申
請

　

対
象
は
、「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
業
者
で
す
。

受
付
期
間
…
9
月
14
日
㈮
～
10
月
12
日
㈮

受�

付
方
法
…
申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐

9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3

丁
目
15
‐
1
・
県
入
札
審
査
課
へ
郵
送

●
更
新
申
請

　

対
象
は
、「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
る
業
者
で
す
。

受�

付
期
間
…
建
設
工
事
＝
10
月
15
日
㈪
～

11
月
30
日
㈮
▼
設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
＝
10
月
15
日
㈪
～

11
月
14
日
㈬

受�

付
方
法
…
「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
電
子
申
請
を
行
い
、

申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐
9
3
0
1

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
丁
目
15
‐

1
・
県
入
札
審
査
課
へ
郵
送

維
持
管
理
業
務
、
物
品
納
入
、
建
設
資
材

納
入

　

申
請
書
類
は
、
12
月
上
旬
か
ら
、
契
約

課（
本
庁
舎
3
階
）で
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受�

付
期
間
…
来
年
1
月
7
日
㈪
～
18
日
㈮

受
付
会
場
…
3
Ａ
会
議
室（
本
庁
舎
3
階
）

環
境
政
策
課
L
2
2
4
‐
5
8
6
6

夏

の

節

電

　

電
力
需
要
が
最
も
多
く
な
る
夏
。

無
理
な
く
節
電
し
て
、
暑
い
夏
を
快

適
に
過
ご
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

午
後
2
時
ご
ろ
の
家
庭
の
消
費
電

力
は
、
エ
ア
コ
ン
が
約
半
分
を
占
め

ま
す
。
消
費
電
力
が
気
に
な
る
エ
ア

コ
ン
で
す
が
、
設
定
温
度
を
2
℃
上

げ
る
と
消
費
電
力
を
約
10
％
節
約
で

き
ま
す
。
ま
た
、
窓
か
ら
の
日
差
し

を
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
遮
っ
た
り
、
エ

ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併
用
す
る
の
も

効
率
的
で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

体
感
温
度
を
下
げ
る
工
夫
を
し
て
節

電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
人
は
風
で
涼
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な
い
時
は
、
窓

な
ど
を
2
か
所
以
上
開
け
、
風
の
通

り
道
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
麻
の
シ
ー
ツ
な
ど
、
通
気
性
に
優

れ
た
素
材
の
寝
具
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
熱
帯
夜
の
寝
苦
し
さ
を
解
消
で

き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
目
に
す
る
涼

感
素
材
の
商
品
な
ど
も
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

●
風
を
取
り
込
み
や
す
い
、
袖
口
が

大
き
く
開
い
た
ゆ
っ
た
り
し
た
服
装

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
首
に
保
冷
剤

を
包
ん
だ
ス
ト
ー
ル
を
巻
く
と
、
さ

ら
に
涼
し
さ
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
カ
ー
テ
ン
や
寝
具
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
、
部
屋
の
中
を
水
色
な
ど
の
寒

色
系
の
色
に
し
ま
し
ょ
う
。
視
覚
か

ら
涼
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
観
葉

植
物
を
置
く
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

　

市
で
は
簡
易
電
力
計
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
電
製
品

の
消
費
電
力
を
知
る
事
で
、
節
電

の
ポ
イ
ン
ト
が
つ
か
め
ま
す
。
貸

し
出
し
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
環

境
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

簡
易
電
力
計
貸
し
出
し
ま
す

●�訂正　7月25日発行の広報川越№1275・5ページ、小江戸川越マラソン
2012　Fun�Run の距離　スポーツ振興課L224－6094
　�誤＝約5km　正＝約4km　ご迷惑をおかけしました。
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乳
幼
児
の
死
亡
原
因
の
上
位
は
「
不
慮
の
事
故
」
で
す
。
そ
の

多
く
は
、
大
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
0
歳
と
1
～
4
歳
で
多
い
不
慮
の
事
故
と
そ
の
対

処
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

0
歳
で
多
い
事
故

窒�

息
…
ふ
か
ふ
か
の
布
団
で
の
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
、
子
ど
も
の

顔
に
布
団
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
よ
だ

れ
か
け
の
ひ
も
や
お
も
ち
ゃ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

1
～
4
歳
で
多
い
事
故

窒�

息
…
原
因
の
多
く
は
食
べ
物
で
す
。
ナ
ッ
ツ
類
・
あ
め
・
プ
チ

ト
マ
ト
・
餅
な
ど
は
詰
ま
ら
せ
や
す
い
の
で
、
与
え
る
際
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

溺�

死
…
少
量
の
水
で
も
溺
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
バ
ケ
ツ
や
洗
面
器

に
水
を
た
め
て
お
か
な
い
、
子
ど
も
が
1
人
で
浴
室
に
入
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
す
る
な
ど
、
事
故
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

誤�

飲
…
子
ど
も
は
何
で
も
口
に
入
れ
た
が
り
ま
す
。
子
ど
も
の
手

の
届
く
所
に
、
薬
品
や
洗
剤
、
た
ば
こ
な
ど
小
さ
な
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て

整
理
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
発
達
は
早
く
、
昨
日
ま
で
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
急
に
で
き
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
す
。「
う
ち
の
子
は
ま
だ
寝
返
り
で

き
な
い
か
ら
…
」「
ま
だ
歩
け
な
い
か
ら
…
」

な
ど
と
油
断
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
1
～
4
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、
動
き
も
活
発

に
な
る
の
で
危
険
も
多
様
化
し
ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
に
は
、
事
故
予
防
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

時
期
に
ど
ん
な
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
か
を
把
握
し
、
大
切
な
お

子
さ
ん
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
支
援
課

L
2
2
9
‐
4
1
2
5

資源循環推進課L239-6267

　ごみの集積所は、そこにごみを出す人が、全員で
管理する場所です。近年は、ごみに対する意識の高
まりから、きれいに清掃されている集積所が増えて
きました。しかし、分別せずに出す、指定日以外に
出す、前日夜から出して動物による散乱を招くとい
ったルール違反が見受けられます。
　ルール違反のごみ出しは、周囲の美観を損なうだ
けではありません。夏場はごみの臭気が強く、集積
所を清掃等している方や近隣住民にとって特に迷惑

となります。1人ひとりが、ごみを正しく分別する、
指定日の朝8時までに出す、などのルールを守り「い
つもきれいな集積所」にご協力をお願いします。

ごみ処理トピックス

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

　
暑
い
日
が
続
き
、
お
酒
で
の
ど
を
潤
す
機

会
も
多
い
季
節
。
適
度
な
飲
酒
は
、
心
身
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
度
の
飲
酒
は
、

肝
機
能
障
害
や
循
環
器
系
疾
患
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
要
因
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
酒
は
、
依
存
性
の
あ
る
物
質「
ア
ル
コ

ー
ル
」
を
含
む
飲
み
物
で
す
。
飲
酒
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
、飲
み
方
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

次
第
に
お
酒
を
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
る
と
、
次
第
に
飲
酒
量
が
増
え
、
食
事
も

と
ら
ず
常
に
飲
酒
を
続
け
る
と
い
っ
た
状
態

に
な
り
ま
す
。
結
果
、
肝
臓
を
悪
く
す
る
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
病
気
で
す
。
お
酒

を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
意
志
が
弱
い
か
ら
で

は
な
く
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
飲
む

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
病

気
の
治
療
に
は
、
断
酒
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
断
酒
中
に
お
酒
を
少
し
で
も
飲
む
と
、

す
ぐ
元
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
周

囲
の
人
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
院

や
保
健
所
な
ど
に
早
め
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
保
健
予
防
課
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
健
予
防
課
L
2
2
7
‐
5
1
0
2

こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
?

み
ん
な
で
子
育
て
④

事
故
防
止
!
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

ルール守って、いつもきれいな集積所

　ごみの分
わ

け方
かた

・出
だ

し方
かた

を6か国
こく

語
ご

（中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・ハングル・

タガログ語
ご

・英
えい

語
ご

・スペイン語
ご

・ポルトガル語
ご

）作
さく

成
せい

し
ています。ご希

き

望
ぼう

の方
かた

は資
し

源
げん

循
じゅん

環
かん

推
すい

進
しん

課
か

にお問
と

い合
あわ

せ
ください。市

し

ホームページからもダウンロードできます。

ごみの分
わ

け方
かた

・出
だ

し方
かた

外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

あります！
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　最近、私はいろいろな会合で、国の借金と
財政健全化の問題を取り上げています。自治
体の首長がなぜ国の借金のことを気にするの
かと言われそうですが、自治体経営にあたっ
て、国の財政状況は極めて大きな影響を及ぼ
すのです。国の財政が破たんしたら、自治体
の行財政改革の努力など一瞬にして消えてし
まいます。
　平成24年3月末時点の、国の借金総額は
959兆円です。内訳は、国債789兆円、借
入金53兆円、短期証券116兆円（兆円未満
は切り捨て）です。この中には、各自治体が
抱える臨時財政対策債発行残高など、本来は
国が負担すべき自治体名義の借金は含まれて
いません。臨時財政対策債は川越市だけでも、
約293億円を抱えています。

　国の借金を別の角度から見てみましょう。
平成24年度の国の一般会計予算規模は約90
兆円です。歳入をみると、税収は約42兆円、
その税収よりも、借金の方が多く約44兆円
にのぼります。また、歳出のうち約22兆円
は国債費すなわち借金の返済で、そのうち約
10兆円が利息支払い分です。
　現在我が国のＧＤＰは年約500兆円で、
国の借金はその2倍にもなります。日本は太
平洋戦争中、戦費調達で国債や紙幣を過剰に
発行したため、終戦後ひどいインフレになり
ました。その当時の国の借金はＧＤＰとほぼ
同額でした。
　わが国の政治には、「いたずらに国民を不
安に落としいれる」などの曖昧な理由で情報
公開に消極的となり、危機に陥る可能性のあ
る情況にきちんと向き合わなかったため、危
機の発現を予防するどころか、被害・影響を
拡大してしまったという苦い経験が多くあり
ます。直近の例では、原発事故が挙げられる
でしょう。
　今、国が震災復興と共に最優先課題として
取り組むべきは、危機意識を国民と共有し、
国民的議論に基づき借金を減らして財政健全
化を図ることのように私には思えます。

�国の借金

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

舞

川
越
ま
つ
り
会
館
L
2
2
5
︲
2
7
2
7
4

　
囃
子
に
は
、
軽
や
か
に
踊
り
、
華
を
添

え
る
「
舞
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
舞
に
は

数
種
類
あ
り
、
中
で
も
代
表
的
な
も
の
を

挙
げ
る
と「
天て

ん

狐こ

」「
オ
カ
メ
」「
モ
ド
キ
」

「
獅し

子し

」
が
あ
り
ま
す
。
囃
子
の
曲
目
が
、

ま
つ
り
の
場
面
に
応
じ
て
変
化
す
る
と
、

舞
も
ま
た
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
山
車

の
曳ひ

き
は
じ
め
・
曳
き
納
め
の
場
面
で
演

奏
さ
れ
る
「
屋
台
」
と
い
う
曲
目
で
は
天

狐
や
獅
子
が
、
町
内
曳
き
の
時
な
ど
に
演
奏
さ
れ
る
静
か
な

曲
調
の
「
鎌
倉
」
で
は
オ
カ
メ
や
モ
ド
キ
が
舞
を
披
露
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
は
意
味
を
持
ち
、
天
狐
は
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

、

オ
カ
メ
は
家
内
安
全
や
子し

孫そ
ん

繁は
ん

栄え
い

、
獅
子
は
悪あ

く

魔ま

退た
い

散さ
ん

を
祈

願
し
て
い
ま
す
。

　
舞
と
不
可
分
の
面
。
天
狐
が
舞
を
披
露
し
て
い
る
時
、
面

の
口
元
が
開
閉
し
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き

を
し
ま
す
。
実
は
そ
の
秘
密
は
、
面
の
裏
側
に
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
面
の
裏
を
見
る
と
突
起
物
が
あ
り
、
そ
れ
を
あ
ご
で

押
し
込
む
事
で
、
口
が
開
い

た
り
閉
じ
た
り
す
る
仕
掛
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
囃
子
に
耳
を
傾
け
、
生
き

生
き
と
し
た
面
の
表
情
を
見

な
が
ら
、
舞
が
表
現
す
る
物

語
に
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
る

と
、
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
の

川
越
ま
つ
り
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

日程 囃子連名

8月
19日㈰ 仙波囃子保存会
26日㈰ 竹生会

9月
2日㈰ 天神囃子連
9日㈰ 南田島囃子連

川越まつり会館囃子実演予定表

＊囃子の実演は午後1時30分・2時30
分の2回行います（各20分）。要入館料。



　

地
産
地
消
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
始
ま
っ
た
「
ク
レ
ア
パ
ー
ク
朝
市
」。

当
初
は
参
加
す
る
農
家
の
確
保
に
も
苦
労
す

る
ほ
ど
で
し
た
。「
い
ま
ま
で
販
売
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
最
初
は
ど
う
お
客
さ
ん
に

接
す
れ
ば
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
で

す
ね
」
と
話
す
の
は
、
組
合
長
の
戸と

田だ

大だ
い

輔す
け

さ
ん（
29
歳
・
下
松
原
）。
回
数
を
重
ね
る
う

ち
参
加
す
る
農
家
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
3

月
に
発
足
し
た
朝
市
組
合
に
は
14
軒
の
農
家

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
2
月
、
朝
市
に
初
出
店
し
た
横よ

こ

山や
ま

一か
ず

栄え
い

さ
ん
（
62
歳
・
か
し
野
台
1
丁
目
）は
「
親

が
農
家
だ
っ
た
の
で
農
地
の
維
持
管
理
は
必

要
だ
っ
た
ん
で
す
。
出
店
す
る
前
年
の
9
月

に
会
社
を
退
職
し
、
家
庭
菜
園
の
延
長
の
よ

う
な
感
覚
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。だ
か
ら
、

初
め
の
う
ち
は
う
ま
く
作
物
が
作
れ
ま
せ
ん

で
し
た
」。
知
り
合
い
の
農
家
な
ど
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
よ
う
や
く
販
売
で
き
る

品
質
の
も
の
を
作
れ
る
よ
う
に
。
広
報
で
朝

市
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
横
山
さ
ん
は
、
直

接
農
政
課
に
相
談
し
、
出
店
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
直

売
の
良
さ
は
お
客
さ

ん
の
声
を
聞
け
る
こ

と
。『
こ
ん
な
の
な

い
？
』
と
言
わ
れ
る

と
、
作
り
た
く
な
り

ま
す
ね
」。
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
調
理
法

な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
直
売
で
、
お

客
さ
ん
と
の
交
流
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

朝
市
組
合
の
皆
さ

ん
が
発
案
し
た
試
み

の
一
つ
と
し
て
、
7

月
21
日
に
夕
市
を
実

施
。
午
後
5
時
か
ら
7
時
の
2
時
間
に

5
0
0
人
近
く
が
訪
れ
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
に
。
用
意
し
て
お
い
た
試
食
を
提
供
す

る
間
も
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。「
ま

ず
は
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
朝

市
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
組
織
の
拡
大
と
販
売
方
法
の
工
夫
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
戸
田
さ
ん
。
朝
市
組

合
の
挑
戦
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

ク�

レ
ア
パ
ー
ク
公
園
夕
市
…
8
月
18
日
㈯
・
9

月
15
日
㈯
＝
午
後
4
時
30
分
～
6
時
30
分

ク�

レ
ア
パ
ー
ク
公
園
朝
市
…
9
月
1
日
㈯
＝
午

前
8
時
～
10
時
▼
10
月
6
日
㈯
・
11
月
3
日

㈷
＝
午
前
9
時
～
11
時
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川
越
は
県
内
有
数
の
野
菜
の
産
地
。高
品
質
な
葉
物
野
菜
な
ど
が
、

県
内
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
川
越
野
菜
」
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
販
売
す
る
朝

市（
農
産
物
直
売
会
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
、
ク
レ

ア
パ
ー
ク
で
毎
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
農
政
課
の
呼

び
か
け
で
始
ま
っ
た
こ
の
朝
市
。
農
家
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
朝
市

組
合
に
よ
る
、
新
た
な
試
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
を
、
食
卓
へ

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と�

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

7月7日に行われた朝市の様子
この日は7軒の農家が約20品目の農産物を直売
7月7日に行われた朝市の様子
この日は7軒の農家が約20品目の農産物を直売

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

朝市の魅力は「お客さんの声」。買う
側も「生産者の顔」が魅力です。

畑でキュウリを収穫する横
山さん。「朝収穫した新鮮
なものを、皆さんに食べて
もらいたいですね」

畑でキュウリを収穫する横
山さん。「朝収穫した新鮮
なものを、皆さんに食べて
もらいたいですね」

夕市の品数や量を相談する朝市組合の皆さん夕市の品数や量を相談する朝市組合の皆さん

●「川越プチマルシェ」を配布中！
　市内の農産物直売所や農産物を販売してい
る農家など36店を掲載した、庭先販売マッ
プ「川越プチマルシェ」を作成。農政課・市
役所受付・公民館などで配布しています。

地
域
の
新
鮮

販
売
中
！
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と�

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　川越大好き人間を増やしていくことを目的に、

5年目を迎えた小江戸川越検定。2月に行われた試

験で、初めて1級合格者が誕生しました。7月2日

に行われた合格証書授与式には、24人の合格者（う

ち22人が市内在住）のうち21人が参加。「川越マ

イスター」の称号とピンバッジなどが贈られまし

た。最高得点で合格した神
かみ

山
やま

節
せつ

夫
お

さん（66歳・山

田）は「妻が市街地の商家に住んでいたので、川越

のまちや歴史に興味を持つように。今では友人に

頼まれてガイドをする

こともあります」。川

越マイスターは今後組

織化し、さまざまな活

動を行う予定です。

誕生！川越マイスター

ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

　6世紀ごろ

に造られた円

墳 の 上 に 建

て ら れ て い

る 仙 波 浅 間

神社（富士見

町 ）。7月13

日、妊娠した

人や赤ちゃんの無病息災を願う「初山」が行われ

ました。子どもや赤ちゃんの額にはんこを押すこ

の催し。「自分が子ど

ものころは毎年のよう

に来ていました。子ど

もができて、また来る

ようになりました」「引

っ越して初めて来まし

た。いいお祭りです

ね」。昼ごろから夜ま

で、多くの親子連れが

訪れていました。

元気に大きくなあれ

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介 Ｚひと　まち

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
行
わ

れ
る
も
う
一
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
視
覚
障
害
の
あ
る
柔

道
家
・
牛う

し

窪く
ぼ

多た

喜き

男お

さ
ん
が
開
設
す
る

牛
窪
道
場
の
門
下
生
か
ら
、
加か

藤と
う

裕ゆ
う

司じ

さ
ん（
33
歳
・
朝
霞
市
）と
高た

か

橋は
し

秀ひ
で

克か
つ

さ

ん（
42
歳
・
富
士
見
市
）の
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
加
藤
さ
ん
は
前
々
回
の
ア
テ
ネ
以

来
2
回
目
、高
橋
さ
ん
は
初
出
場
で
す
。

　

視
覚
障
害
者
の
柔
道
は
、
経
験
が
第

一
。
加
藤
さ
ん
は
中
学
生
か
ら
、
高
橋

さ
ん
は
小
学
4
年
生
か
ら
柔
道
を
続
け

て
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
目
が
良
く

見
え
な
か
っ
た
二
人
に
と
っ
て
、
柔
道

は「
楽
し
み
」
で
あ
り「
自
信
」
で
あ
り

「
打
ち
込
め
る
も
の
」。「
何
で
も
自
分

で
し
な
い
と
柔
道
は
で
き
な
い
。
柔
道

が
あ
っ
た
か
ら
、
日
常
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」と
加
藤
さ
ん
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
視
覚
障
害
者

の
う
ち
、
付
き
添
い
な
く
歩
け
る
の
は

柔
道
の
選
手
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

　

見
え
な
い
相
手
と
の
戦
い
は
、
多
く

の
困
難
が
伴
い
ま
す
。「
ビ
デ
オ
な
ど

を
見
て
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
相
手
の
特
徴
な
ど
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
試
合
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
」
と
高
橋
さ
ん
。
試
合
中
の
相
手
の

動
き
は
つ
り
手（
え
り
を
持
つ
手
）で
捉

え
ま
す
。「
つ
り
手
を
相
手
の
骨
に
当

て
る
と
、
体
の
軸
の
動
き
が
分
か
る
ん

で
す
。
足
の
動
き
も
予
想
で
き
ま
す

よ
」。
目
で
見
な
い
た
め
、
フ
ェ
イ
ン

ト
に
か
か
る
こ
と
も
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
最
後
の
晴
れ
舞
台
か
も
し
れ
な
い

の
で
、
家
族
の
前
で
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
せ
た
い
で
す
」と
高
橋
さ
ん
。「
良

い
試
合
を
し
て
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
」と
加
藤
さ
ん
。「
勝

つ
こ
と
も
大
切
だ
が
、
柔
道
を
生
か
し

て
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
牛
窪
さ
ん
。
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
目
標
を
聞
く
と「
金
メ
ダ
ル
」

と
言
い
切
る
二
人
。
競
技
は
8
月
下
旬

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
大
舞
台
で
の

活
躍
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

楽
し
む
た
め
に
、
頑
張
る
二
人
の
晴
れ
舞
台

上：左から加藤さ
ん、高橋さん、牛
窪さん
右：練習の様子。
つり手を体に密着
させています。
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昔
か
ら
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
的
行
事
。
今
も
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
毎
年

4
月
、
今
福
の
菅

原
神
社
で
行
わ
れ

て
い
る
春
の
ま
つ

り
。
新
た
に
小
学

校
へ
通
い
始
め
た

子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
願
い
ま
す
。

ま
つ
り
当
日
、
よ

そ
行
き
の
服
を
着
て
神
社
に
や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

は
、
少
し
緊
張
し
た
様
子
。
み
ん
な
静
か
に
宮
司
の
話
を

聞
い
て
い
ま
す
。
境
内
の
神
楽
台
で
は
、
今
福
囃は

や

子し

連
中

が
安
全
祈
願
の
囃
子
を
披
露
。
獅し

子し

や
狸

た
ぬ
き

の
舞
が
登
場
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

行
事
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
神
社
に
行
き
、
地
元
に

伝
わ
る
囃
子
な
ど
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
地
域
の
文
化
を

理
解
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
、
各
地
域
に
伝

わ
る
ま
つ
り
や
伝
統
行
事
が
数

多
く
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
元
の
ま
つ
り
を
大
切
に
守

り
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
555555

川
越
時
間
旅
行
　
5

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

地
域
の
ま
つ
り
と
子
ど
も
た
ち

一
番
街
の
蔵
造
り
資
料
館
の

隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ぷ

ら
っ
と
」。
町
並
み
や
蔵
造
り
、

周
辺
施
設
の
紹
介
や
町
歩
き
に
関

す
る
情
報
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
町

を
歩
き
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
回
答
す

る
探
検
ク
イ
ズ
、モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

巡
る
散
策
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

昔
の
写
真
を
並
べ
て
町
並
み
の
往

時
を
し
の
ぶ
コ
ー
ナ
ー
も
。
ぜ
ひ

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

開�

館
時
間
…
午
前
9
時
30
分
～
午

後
4
時
30
分

休�

館
日
…
休
日
を
除
く
月
曜
日
、

土
・
日
曜
日
を
除
く
休
日
の
翌

日
、
年
末
年
始
、
館
内
整
理
日

　この時期、
食料品売場に
はいろいろな
夏野菜が並び

ます。夏野菜には、汗をかいた体や日焼けした肌に
必要なビタミンを多く含むもの、体温を下げる効
果のあるものなどがあります。また、旬の野菜は
栄養素も豊富で、夏バテ防止にも効果があります。

　市民農園でも、今、夏野菜の収穫真っ盛り。
市民農園で野菜を栽培している岡

おか

島
じま

錠
じょう

之
の

輔
すけ

さん
（75歳・六軒町）の畑では、ナス、キュウリ、スイカ、
トマト、ミョウガ、ピーマン、トウモロコシなど
たくさんの夏野菜が取れます。どこに何を植える
か設計図を書き、狭い農園でも日当たりなどを工

夫して大玉スイカも収穫で
きるとか。「作って食べる
楽しみのほかに、農園利用
者同士の触れ合いも楽しみ
の一つです」と岡島さん。
　自宅での家庭菜園やプラ
ンター菜園など、限られ
たスペースでの栽培も工夫のしがいがあり楽しい
かもしれません。みなさんも「農」のあるくらし、
始めてみませんか。

市民農園の夏野菜5

農政課L224－5939

この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。
私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁止します。

東北復興支援・福島県産農産物ＰＲ販売
日時…8月23日㈭、午前9時30分～午後1時
（売り切れ次第終了）　会場…市役所本庁舎前




